
1 
 

令和５年１０月１１日（水） 

 

第 3２回海事・観光立国フォーラム in 三重 202３ 

平垣内理事長 閉会挨拶 

 

 公益財団法人日本海事センター理事長の平垣内でございます。本

日は、長時間にわたり貴重な内容の講演と有益な意見交換をいただき

ました。 

先ずは、今回は三重県鳥羽市という海の名所において、かくも多く

の方々のご参加をいただき無事開催が出来ましたことに対し改めて御

礼申し上げます。そして、地元の三重県の一見知事と中村鳥羽市長に

も厚く御礼申し上げます。加えて、江崎会長、河野先生、奥本部長、金

子局長、髙杉海上保安庁総務部長など、皆様大変お忙しい中をご登壇

いただき誠に有難うございました。 

 長時間にわたり今回の海事・観光立国セミナーにご参加いただいた

大勢の参加者及び視聴者の皆様に心より御礼を申し上げます。 

 

実は私自身広島の出身であり、瀬戸内海も多島美が有名な場所であ

りますが、この鳥羽の海に非常に親近感を感じた次第です。 

素晴らしい海と本日の江崎会長のお話しにもありましたそれを更

に味わい深くする体験型のコンテンツが今後の観光振興に必要なこと

を改めて認識させていただきました。日本では、安全と比較して、環境

に関する意識がそれほど高くないことが気になるところですが、これも

若い世代は着実に変わっていることと思います。 

 また、本日の洋上風力のお話として、今後我が国において洋上風力を
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更に推進していくためには、浮体式洋上風力の普及も課題です。コスト

の問題や沖合に立地するがゆえの送電線の問題など克服すべき課題

はありますが、関係者のお知恵で必ず解決するものと確信しておりま

す。洋上風力が立地することでの地元への大きな経済波及効果は、先

ごろ日本郵船が秋田支店を再開されたということが象徴的です。 

限られた時間の中でしたが、今回のフォーラムが三重・鳥羽の海の発

展と海の安全・安心の展望等について理解や議論が深まる一助になっ

たとすれば幸いです。 

本日は、最後までご参加・ご視聴いただき、誠にありがとうございま

した。（了） 


